
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 3月 

まちづくり政策局 

防災環境都市推進室 

令和３年度市政モニターアンケート 

防災環境都市づくりに関する意識調査 
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1. 調査の概要 

 

（1）調査の趣旨 

頻発する地震や、地球温暖化を一因とする気候変動による豪雨等の災害への対応は喫緊の課題となっ

ています。仙台市は東日本大震災の経験と教訓をふまえ、快適で防災力の高い「防災環境都市づくり」に

取り組んでいますが、今後も「防災環境都市」としての魅力を高めていくため、市民の皆さまのご理解と

ご協力のもと、さまざまな取り組みを進めていく必要があります。 

本調査は、「防災環境都市」としての認知度やあるべき姿について、市民の皆さまが抱くイメージを把

握するために実施しました。同一年度内に 2回にわたって調査を行うことで、イメージの変化を確認し、

より効果的な施策を進めていくための検討資料として活用するものです。 

 

（2）調査期間 ①令和 3年 6月 22日～7月 5日 

        ②令和 3年 12月 15日～12月 28日 

  ※ ①と②の間に、「防災環境都市」としての取り組みを紹介する新聞広告等の情報発信を実施 

 

（3）調査対象 市政モニター200名 

 

（4）調査方法 郵送及びインターネット 

 

（5）回収数 ①令和 3年 6月 22日～7月 5日 195（回収率 97.5％） 

       ②令和 3年 12月 15日～12月 28日 190（回収率 95.0％） 

 

2. 調査結果 

※ 問の番号と集計結果については、調査①の内容を基に掲載しています。（調査②の内容については

［問○に関する追加質問］として別に掲載しています。） 
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問1 性別 

 

問2 年齢 

 

問3 職業 

 

男性

31%

女性

69%

10代

1%
20代

9%

30代

17%

40代

18%
50代

16%

60代

16%

70代

21%

80代以上

2%

農林漁業

0%

自営業（経

営者）

2%

会社員

26%

団体職員

3%

パート・ア

ルバイト

19%

家事専業

24%

学生

5%

無職

21%

その

他

0%

Ⅰ．あなたご自身とお住まいについて 
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問4 家族形態 

 

問5 居住形態 

 

 

  

単身（ひと

り暮らし）

14%

夫婦二人

35%

親と子（二

世代）

39%

親と子と孫

（三世代）

5%

その他

7%

一戸建て

（持家）

50%

集合住宅

（持家）

19%

一戸建て

（賃貸）

3%

集合住宅

（賃貸）

27%

社宅・寮

0%

その他

1%
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問6 仙台市にどのようなイメージを強くお持ちですか。（☑は２つ） 

 

 

 

［問 6に関する追加質問］仙台市が今後、どのようなまちになればいいと思いますか。（☑は２つ） 

 

 

 

 

 

  

6

42

146

168

「防災環境都市」

「学都」

「東北の玄関口」

「杜の都」

9

48

56

82

151

その他

「東北の玄関口」

「学都」

「防災環境都市」

「杜の都」

Ⅱ.仙台市のイメージについて 

「杜の都」としてのイメージが強いが、「防災環境都市」となっていくことを期待する意見も多い。 
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問7 防災や環境問題に興味・関心がありますか。（☑は１つ） 

 
 

問8 ふだん、家庭や職場でしている行動について教えてください。（行動ごとに☑は１つ） 

 

 

  

防災、環境問題のど

ちらにも興味・関心

がある

81%

防災にはないが、環

境問題には興味・関

心がある

6%

環境問題にはない

が、防災には興味・

関心がある

10%

どちらにも興味・関

心がない

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域や職場の防災訓練に参加する

食料など備蓄する

ハザードマップなどを確認する

災害発生時や発生しそうなときに情報を入手する

電気などの省エネや、水道ガスの節約に取り組む

ごみの減量、リサイクルに取り組む

車の利用を控え、公共交通などで移動する

庭や公園、森や川などで自然に親しむ

1.している 2.時々している 3.していない

多くの方が防災・環境問題の両方に関心があり、行動を心掛けている。 
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問9 「防災環境都市・仙台＊」という言葉を見たり聞いたりしたことがありますか。（☑は１つ） 

＊ 仙台市が歴史の中で築き上げてきた、豊かな自然と市民の暮らしや都市機能が調和した「杜の都」

としてのまちづくりに、東日本大震災の経験や教訓をふまえて、防災の視点を織り込んだ都市のあ

りようを示すスローガン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問 9 に関する追加質問］「防災環境都市・仙台」という言葉を見たり聞いたりする機会が増えたと感じま

すか。（☑は１つ） 

 

 

 

  

増えた

35%

変わらない

64%

無回答

1%

Ⅲ．防災環境都市づくりについて 

3割以上の方が「防災環境都市・

仙台」という言葉を見たり聞い

たりする機会が増えたと回答。 

見聞きした

ことがある

49%

見聞きした

ことがない

51%

約半数の方が「防災環境都市・

仙台」を見聞きしたことがある

と回答。 
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問10 〈問９で「1.見聞きしたことがある」と回答された方〉 

「防災環境都市・仙台」という言葉をどこで見たり聞いたりしましたか。（☑は複数可） 

 

 

 

 

［問 10に関する追加質問］「防災環境都市・仙台」の情報がどこに出ていれば、見たり聞いたりする機会が

増えると感じますか。（☑は複数可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1

2

17

31

43

64

その他

他の人（家族、友人、同僚など）からの伝え聞き

市などが主催するイベント

市のホームページ、電子メール、SNS

新聞・テレビ・ラジオ・雑誌などのメディア

市政だよりや計画などの市の刊行物

その他

他の人（家族、友人、同僚など）からの伝え聞き

市のホームページ、電子メール、SNS

市などが主催するイベント

市政だよりや計画などの市の刊行物

新聞・テレビ・ラジオ・雑誌などのメディア

市政だよりや計画などの市の刊行物で目にしている方が多い。 

新聞・テレビ・ラジオ・雑誌などのメディアでの発信が効果的と回答する方が多い。 

139 

131 

79 

75 

17 

16 
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問11 「防災環境都市・仙台」についてどのくらい好感が持てますか。（☑は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問12  防災環境都市づくりに向けた仙台市の施策や事業をご存知ですか。（施策・事業ごとに☑は

１つ） 

 

 
＊1  「防災環境都市づくり」に関係する施策や事業の情報をまとめたポータルサイトを運営してい

ます。 

＊2  大学などの教育機関と連携し、ワークショップなどを通じて、市民の方に「仙台防災枠組」(問

17参照)を学べる講座（仙台防災枠組講座）や、復興まちづくりや震災遺構に関する小学校など

への出前授業を行っています。 

＊3  震災の記憶や教訓、復興への取り組みを市民の皆さまと共有しながら、世界や未来へつなげて

いくため、震災復興メモリアル施設（「震災遺構仙台市立荒浜小学校」や「せんだい 3.11メモ

リアル交流館」など）の整備を進めるとともに、震災・復興に関する資料・画像・映像データ

等を震災復興アーカイブとして整備し、発信しています。 

＊4  東日本大震災の経験や教訓を未来の防災につなぐため、市民の皆さまとともに防災について学

び、考え、発信するイベント。平成 28年（2016年）以降毎年開催しています。 

  

とても好感

が持てる

33%

ある程度好

感が持てる

57%

あまり好感

が持てない

7%

まったく好感が持てない

1%

無回答

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

仙台防災未来フォーラム

震災復興メモリアル事業

教育機関等と連携した防災教育

「防災環境都市・仙台」ホームページ

1.利用したことがある（イベントや施設に行った）

2.利用したことはないが知っている

3.知らない

（＊1）

約 8割の方が「防災環境都市・

仙台」について好感が持てると

回答。 

（＊2） 

（＊3） 

（＊4） 
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［問 11と 12に関する追加質問］仙台市が「防災環境都市づくり」を進めていることについて、ど

のくらい実感がありますか。（☑は１つ） 

 

 

 

問13  仙台市が「防災環境都市づくり」を進めていることを誇りに思ったり、他の方に伝えたりし

たいと思いますか。（☑は１つ） 

 

 

 

問14 〈問 13で「1.伝えたいと思う」「2.ある程度伝えたいと思う」と回答された方〉 

仙台市が「防災環境都市づくり」を進めていることを誰に伝えたいですか。（☑は１つ） 

 

 

 

  

実感がある

1%

ある程度実

感がある

37%あまり実感

がない

49%

まったく実

感がない

12%

その他

1%

伝えたい

と思う

11%

ある程度

伝えたい

と思う

60%

あまり伝え

たいと思わ

ない

24%

まったく伝えた

いと思わない

4%

無回答

1%

家族

43%

友人

33%

職場の同僚や

仕事でつなが

りのある人

19%

その他

5%

約 8割の方が「防災環境都市づくり」

について誇りに思ったり、他の方に伝

えたりしたいと回答。 

家族・友人に伝えたいという方が多

い。 

約 6割の方は「防災環境都市づくり」

を進めていることについて実感がな

いと回答。 
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問 15〈問 13で「1.伝えたいと思う」「2.ある程度伝えたいと思う」と回答された方〉 

仙台市が「防災環境都市づくり」を進めていることを、仙台市外に住んでいる人々にも知らせたい

ですか。（☑は１つ） 

 

 

 

［問 15に関する追加質問］「防災環境都市づくり」について、どのような点を伝えたいですか。（☑

は複数可） 

 

 

 

 

  

伝えたい

と思う

29%

ある程度

伝えたい

と思う

62%

あまり伝えた

いと思わない

7%

まったく伝えたい

と思わない

2%

3

29

32

36

70

93

102

その他

防災や環境問題に関する新たな技術を活用した実証実験

や企業活動の展開

仙台市で「仙台防災枠組」が採択されたことや、国際会

議などにおける情報発信

防災や環境問題に取り組む人や企業

（ステークホルダー）の多さ、取り組みの内容

恵まれた自然環境や過ごしやすい気候

防災や環境問題に取り組んできた歴史・経験・教訓

東日本大震災を踏まえたインフラ整備の充実

約 9 割の方が市外に住んでいる人に

も知らせたいと回答。 

インフラ整備の充実、防災や環境問題に取り組んできた歴史、恵まれた自然環境などを伝えたい

という回答が多い。 
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［問 15に関する追加質問］「防災環境都市づくり」を進めるためには、どのような取り組みが有効だと

思いますか。（☑は複数可） 

 

 

 

 

 

問 16〈問 12で「3.あまり伝えたいと思わない」「4.まったく伝えたいと思わない」と回答された方> 

その理由はどのようなものですか。（☑は１つ） 

 

 

 

 

 

 

  

3

45

74

74

74

94

101

その他

防災や環境問題に関する新たな技術を活用した実証実験

や企業活動の展開

防災や環境に配慮する人材・企業の育成・支援

防災環境都市づくりに関する取り組みの情報発信

防災力の向上・環境に配慮したインフラ整備

震災の経験・教訓などの発信・伝承

児童生徒に向けた防災・環境教育

2

3

5

12

38

その他

東日本大震災による被害について、マイナスのイメージ

があるから

他の人に伝えたくなるような魅力やメリットがないと思

うから

仙台市が「防災環境都市」であるとは思えないから

具体的にどのような魅力やメリットがあるのか知らない

から

防災・環境教育や経験・教訓の伝承など、未来の担い手やひとづくりに力を入れるべきという回

答 

が多い。 

具体的にどのような魅力やメリットがあるか知らないため、伝えたいと思わないという方が多い。 
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問 17「仙台防災枠組＊」について伺います。「仙台防災枠組」の存在や内容を知っていますか。（☑

は１つ） 

＊  平成 27年（2015年）の第 3回国連防災世界会議（仙台市で開催）で採択された、2030年まで

の国際的な防災の取り組み指針 

 

 

 

問 18 <問 17で「1.内容を知っている」「2.内容は知らないが存在は知っている」と回答された方> 

「仙台防災枠組」が行政だけでなく、企業や市民などすべての人に共通する目標であることを

知っていますか。（☑は１つ） 

 

 

 

  

内容を知っ

ている

3%
内容は知ら

ないが存在

は知ってい

る

26%
内容も存

在も知ら

ない

71%

知ってい

る, 

37%

知らない, 

63%

Ⅳ．国内外に向けた仙台市に関する情報発信について 

約 3 割の方が存在を知っていると回

答。 

「仙台防災枠組」を知っていると回答

した方のうち、約 4割は市民・企業・

行政などのあらゆる人や団体（マルチ

ステークホルダー）に共通する目標で

あることを知っていると回答。 
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問 19「仙台防災枠組」が「SDGs＊1」や「パリ協定＊2」と並ぶ国際的な枠組みであることを知ってい

ますか。（☑は１つ） 

＊1  平成 27年（2015年）の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030アジェン

ダ」に盛り込まれた、令和 12年（2030年）までの国際社会共通の目標 

＊2  平成 27年（2015年）に「気候変動枠組条約第 21回締約国会議（COP21）」で採択された、温室

効果ガス排出削減等のための国際枠組み 

 

 

問 20 仙台市で「世界防災フォーラム＊」が開催されていることを知っていますか。（☑は１つ） 

＊  スイスの防災ダボス会議と連携し、国内外から産・官・学・民の防災関係者が集まる日本発

（仙台発）の国際フォーラム。東日本大震災に関する知見の共有や防災の具体的な解決策の創

出等を踏まえ、「仙台防災枠組」の推進や「防災・減災は特別なことでなく、つねに意識すべ

きこと（防災の主流化）」を仙台から世界へ浸透させることを目指し、平成 29年（2017年）か

ら一年おきに開催されています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

知っている

45%
知らない

55%

4割以上の方が「世界防災フォーラム」

の開催を知っていると回答。 

5%

79%

1%

15% 「仙台防災枠組」が国際的な枠組みである

ことを知っている

「仙台防災枠組」は知らないが、「SDGs」

や「パリ協定」は知っている

「仙台防災枠組」は知らないが、「SDGs」

のみ知っている

「SDGs」や「パリ協定」も知らない

「仙台防災枠組」の認知度は「SDGs」や「パリ協定」と比べて低いが、「仙台防災枠組」の存在を

知らなくても、その推進に向けた取り組みである「世界防災フォーラム」が仙台市で開催されてい

ることを知る方はいると考えられる。 
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問 21 仙台市以外で「防災環境都市」にふさわしいと思うまち（国内外を問わず）があれば、その

理由と合わせてお書きください。（一部を抜粋） 

・神戸市（阪神・淡路大震災の経験があるため） 

・熊本市（熊本地震の経験があるため） 

・広島市（平成 26年の土砂災害の経験があるため） 

・石巻市、気仙沼市、南三陸町、釜石市、大槌町（東日本大震災に関するメモリアル施設

等があるため） 

・東松島市（SDGs未来都市に認定されているため） 

・多賀城市（多賀城高校に防災コースがあるため） 

・横浜市（環境政策が進んでいるため） 

・東京都（首都直下地震に対する備えが進んでいるため） 

・インドネシア（スマトラ島沖大地震の経験があるため） 

・ドイツ、スウェーデン（地球温暖化対策が進んでいるため） 

 

 

問 22 最後に、仙台市の「防災環境都市づくり」に向けた施策・事業についてご意見等ございまし

たら、自由にお書きください。（一部を抜粋し要約） 

・知らなかったことがたくさんあるが、好感が持てる。 

・仙台から世界へ浸透させることに強く賛同する。今後の展開に期待している。 

・地域と学校が連携した避難訓練など、防災に対する意識が高く、安心して暮らせるまち

であることをありがたいと感じる。 

・東日本大震災の後、沿岸部などに市民が安心して暮らせる設備等を作っているので、近

所に住んでいる人だけではなく市民にもっと伝えていけば、近くに遊びに行ったりする

機会が増えると思う。 

・インフラ整備はある程度進んでいるため、今後は、住民の災害に対する意識を持続させ

るための取り組みを継続して行っていくことが大事だと思う。 

・災害は地震だけでなく、多種多様な被害を発生させている。施策についても、地震だけ

に特定せずあらゆる災害発生を想定した内容にしてもらいたい。 

・大雨の浸水に対しての対策をあまり聞かないので、そこを重視してもらえると嬉しい。 

・自分の住む地域は安全であるといった漠然とした安心感を持っており、個人の危機意識

が薄い。個人やコミュニティ単位での、防災意識、知識、体験など行動としての活動が

不足している。 

・ハンディキャップのある人や老人、子ども等の弱者の目線を施策に反映してほしい。 

・防災教育を活発化することが必要。 

・幼稚園児・小学生・中学生に向けて活動すべき。まちづくりは今の大人よりも子どもや

若者たちにとって重要なこと。小さいうちから意識させていくことが必要。 

Ⅵ．自由意見 
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・これからも大学などの教育機関と連携した市民向けの講座、出前授業を積極的に行って

ほしい。 

・震災メモリアル施設への見学を小学校、中学校、高校の授業の一環として、位置付けて

ほしい。 

・仙台市の震災メモリアル施設はよく整備されているが、宮城県あるいは東北の同様の施

設との連携をさらに強めてほしい。 

・1日市民が車を使わない日を設定する、公共交通機関を利用してもらうために電車やバ

スの運賃を下げる、市民参加型のイベント（広瀬川清掃活動など）に参加すれば備蓄食

をもらえる、といった企画をすればいいのではないか。 

・「防災環境都市」というネーミングが漠然としておりイメージが沸きにくい。 

・「防災環境都市」とはっきり言える自信がないので、力を入れている部分をもっと知り

たい。 

・「防災環境都市」づくりという名称が堅苦しく身近に感じられず他人事のように感じて

しまう。もう少し親しみやすいキャッチコピーみたいなものがあれば自分事として考え

られる。 

・震災の経験と教訓は市民レベル（日常生活）に充分浸透しているが、地球温暖化対策は

見える化されていない。現状は「防災環境都市」より「防災都市」づくりに感じる。 

・現在、どのくらい事業が進んでいているのかをさまざまなメディアを通して発信してい

ると思うが、なかなか伝わってこない。より多くの市民が知ることで、防災意識が高め

られると思うので、もっと発信してほしい。 

・「防災環境都市」づくりにあたって、活動組織の簡素化とその役割の明確化、市民参加

がスムーズに行えるフラット化が必要。町内会や一般市民・NPOとの連携を通じて 

たやすく参加しやすい環境を設定してほしい。また市民向けのイラストを多用した冊子

類の配付・掲載も拡充すべき。 

・SDGsなどの認知度は高いが、その内容を知らない、または内容が理解しにくいから何を

すれば良いのかよく分からないという人が多いと思う。防災や環境問題に関しても、事

業名を知っているだけではなく、内容を理解して実践することが重要であると思う。 

・世界防災フォーラムの会議内容がインターネット中継されるとより認知度が上がると思

う。 

 

［問 22に関する追加質問］仙台市では、令和 3年 10月から毎月 1回、「防災環境都市づくり」につ

いて、より多くの方に知っていただくため、新聞広告や市のホームページにおいて別紙の内容を

掲載しています。この内容に関して、取り上げている項目やテーマ・デザインなどについて、ご

意見やご感想があれば、ご自由にお書きください。（一部を抜粋し要約） 

・とても詳しく書かれた内容。杜の都を意識したデザインが各所にあり、仙台市の魅力がひと

めで分かるようになっている。 

・活動などが記載されていて、初めて読んだ人にも分かりやすくて良い。 

・杜の都なので緑色を使用しているかと思うが、あまり目を引くデザインではないと思う。 
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・内容が少し多い。項目を絞って、写真も大きいものを 1枚にした方がぱっと目に入りやす

い。 

・もう少し文字を減らし、イラストで表現できれば堅苦しくなく興味が持てるのでは。 

・見逃してしまう可能性があり、引きつけるインパクトが必要。 

・意識していなかったこともあり、気が付かなかった。これを機に意識していきたい。 

・防災・環境のイメージがわかるロゴ。防災と環境をどう調和させるのかがわかるように出来

ればよい。 

・もっと若者向けに SNSやユーチューブなどで紹介や宣伝をすることも大切。 

・市のホームページなどを見る機会は少ないが、コロナのこともあり LINEなどでアカウント登

録している人は多いと思う。併せてお知らせしてみるとよい。 

・市の毎月の広報誌に入れるなどすれば多くの人の目にとまると思う。 

・地下鉄の中吊り等に掲載してほしい。 

・これまでと同様に継続して PRすることが大事だと思う。 

・まだまだ広報が足らない。素晴らしい事業内容なので、市民にとってどんなメリットがある

のか少しずつ周知してほしい。 

・積極的に活動している町内会などの事例を掲載して欲しい。 

・地球温暖化を食い止める対策がもっとも急がれる対策だと思う。今後もエネルギー対策など

国に先んじてやっていくべき。 

 


